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建交労関東トラック協議会は 7月 24日に東京都北区

にある北とぴあで第 18回定期総会を開催しました。 

協議会幹事会は開会冒頭で新型コロナウィルスのオ

ミクロン亜種ＢＡ.５によって連日過去最大の感染者数

が報告される第７波なかで感染防止に最大限の注意を

払いながら開催に踏み切ったと報告しました。参加は

東京 11人､埼玉 6人､神奈川 4人､群馬 1人､栃木 1人、

加えて来賓として全国トラック部会の鈴木事務局長、

東京都本部の遠藤書記長が参加し合計 25人でした。  １８回定期総会に参加をした仲間による記念撮影 

主催者を代表して挨拶を行なった奧貫議長は、コロナ禍での困難な状況下

でたたかいを強いられてきた運動に触れて、とりわけ減少が続いている組織

の拡大・強化について強調し参加者の奮起を求めました。 

つづく来賓の挨拶では全国トラック部会の鈴木事務局長が、改善基準告示

の見直し作業を行う厚労省の労働時間等専門委員会トラック作業部会では、

改善基準告示のさらなる規制緩和を経営側が声高に主張していることを報告

して職場・地域からトラック部会のたたかいを強化するよう訴えました。 

東京都本部の遠藤書記長からは都本部書記長として首都圏トラック集団交

渉に関わってトラック部会運動の重要性や京王新労組のたたかいへの支援を

訴えるとともに、さらなる連帯と闘争強化を呼びかけました。 

議案の報告・提案は、上村事務局長が過去１年間の活動経過と運動の特徴

などを報告するとともに新年度の課題と方針ではコロナ禍を克服して改めて

5,000人協議会の目標追求と組織強化、トラック職場の労働と経営環境改善

に向けて全力を上げること、その具体的な行動などを提案しました。 

その後の討論では、東京、埼玉、神奈川、群馬、栃木の順で各県の活動や

特徴的なとりくみの報告、新年度に向けた決意などが述べられました。討論

終了後にすべての議案が採択され若干の休憩をとって学習会に移りました。 

学習会は大島副議長が進行、京王新労組委員長の佐々木仁さんが“京王新

労組の争議から何を学ぶ”のテーマで講演。1983年に京王電鉄に入社した

佐々木さんは、バス部門の合理化がはじまるなかで京王電鉄労組の中央委員

となり合理化反対に立ち上りますが、合理化を丸呑みにする京王電鉄労組は 

 

関東トラック協議会第１８回定期総会開催

学習会は京王新労の佐々木委員長が講演

写真は上から奧貫議長、鈴木全

国事務局長､遠藤都本部書記長､

上村事務局長、佐々木京王新労

委員長(左側)と大島副議長   

【新年度役員】（敬称略）議長：奧貫岳史  副議長：大島信雄  事務局長：上村誠   

幹事：今成結、鈴木洋平(新)、金崎美佐夫、桜井康雄、石井勝巳  会計監査：早船吉一、稲橋晋平(新) 

佐々木さんを排除、佐々木さんは少数の仲間と 2001年に建交労に加入、大企

業の激しい差別攻撃にも抗して影響を広げてきたことなどを熱く語りました。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 

 

 

建交労東京都本部は 5月 15日の第 2回に続き 6月 26日に第７期東京労働学校第３回学習会（リア

ル・Zoom併用）を開催しました。県南支部は第１回学習会第２回学習会には５名が参加しましたが、

今回は佐藤執行委員、三浦執行委員、赤羽の３名が Zoomで参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


